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とは 

持続可能な開発目標（SDGs）とは，2001 年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として，2015 年 9 月の国連サミットで採

択された「持続可能な開発のための2030 アジェンダ」にて記載された2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17 の

ゴール・169のターゲットから構成され，地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。 SDGsは発展途上

国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり，日本としても積極的に取り組んでいます。（以上、外務省資料） 

 

ＳＤＧｓには省エネルギー、省資源が重要です。建設業においても建設工事におけるエネルギー消費および省資源についての関心が高まっ

ています。表－１は鉄筋コンクリート工事における溶接継手と圧接のエネルギー消費について計算した結果です。溶接は大幅な省エネルギー

工法といえます。表－２はネジ継手との比較です。なお、表－１の計算結果には電気を作るためのエネルギー消費、圧接のアセチレンを作る

ためのエネルギー消費は考慮していません。工事現場におけるエネルギー消費のみを計算しています。 

溶接継手と圧接のエネルギー消費量の比較検討 

東京ガス傘下のエコウェル協会パンフレットに、圧接によるＤ３２鉄筋のエネルギー消費量が 

１５．９ＭＪとの報告がある。 

この値とＤ３２鉄筋の溶接における電気エネルギー消費量を比較検討してみる。 

電力消費量＝電圧（Ｖ）×電流（Ａ）×時間（ｓｅｃ） 

溶接機はパナソニックＹＤ－ＧＲ３使用 

一次側の最大定格 

Ｄ３２溶接電力消費量＝２００×８５×６０＝１．０２ＭＪ 

二次側 

Ｄ３２溶接電力消費量＝３６×２８０×６０＝０．６０４ＭＪ 

一次側の消費量を採用してみても、溶接は圧接の消費エネルギーは１／１０以下であり、極めてエネルギー消費量は少ない。 

表－１ 溶接継手と圧接のエネルギー消費量の比較検討 

  

ネジ鉄筋の継手と溶接継手のエネルギー比較は難しいので、使用される鋼材の重量比を計算してみました。カップラーはネジ鉄筋メーカー

で異なるので、Ｄ３２鉄筋径に対して肉厚８ｍｍ、外形５０ｍｍと仮定し、長さを２００ｍｍとして計算してみます。 

溶接継手とネジ鉄筋のカップラー重量の比較検討 

Ｄ３２鉄筋の溶接部に使われるソリッドワイヤは 

鉄筋断面積×開先間隔×比重 

（３.１４×３.２×３.２／４）×０.７×８＝４５ｇ（溶接ロス２０％とみて、５４ｇと仮定する） 

カップラー体積と重量、鉄筋とカップラーの隙間を周辺１ｍｍとし、カップラーの内径を３４ｍｍとする。 

（３.１４×５.０×５.０×／４）×２０－（３.１４×３.４×３.４×／４）×２０＝２１１ｃｍ3 

２１１×８＝１６８８ｇ 

溶接との重量比 

１６８８／５４≒３０倍 

溶接継手はねじ継手に比べ約１／３０の鋼材使用量となっている。溶接継手は省資源の工法といえる。 

表－２ 溶接継手とネジ継手の鋼材使用量の比較検討 
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